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国際交流員の活動紹介

認知症サポーターキャラバン
のマスコット。
認知症になっても安心して暮らせる
まちづくりの先頭を歩きます。

問い合わせ
地域福祉課（市庁舎３階、☎65・4113）

「もしかして、認知症…？」と思ったら

　「最近物忘れが目立つ」「車の運転で慣れた道でも迷うことがある」「身だしなみ
を構わなくなった」など、日常生活の中で認知症を疑う様子があった時、どうした
らよいでしょうか。

地域包括支援センター（２頁参照）やかかりつけ医などへ相
談するほかに、市内には、認知症について専門的な支援や治
療を受けることができる「認知症疾患医療センター」があ
るんだよ！
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　１月27日から３日間
で開催されたおびひろ
氷 ま つ り。60回 目 の 節
目を記念し、今年は日
本氷彫刻会名誉師範の
中村順一さんが手掛け
た、高さ約５メートル・
幅約15メートルの迫力
ある大氷壁「北の大地」
が展示されました。
　また、大滑り台や回
転ソリなどの氷のイベ
ントのほか、「光のサー
クルショー」や市民参
加の氷雪像などが会場を盛り上げ、冬の緑ヶ丘公園は、３
年ぶりにたくさんの笑顔であふれていました。（１月27～
29日、緑ヶ丘公園）

第60回おびひろ氷まつり

市政のお知らせを放送しています

◆ テレビ　市役所だより（OCTV 11ch）毎日４回放送していて、市ホームページからもご覧になれます。
◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）おびひろタウンインフォメーション（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20

おびひろ広報メモ（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために「こうした方が読みやすい」
など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、FAX 23・0156、Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

新型コロナウイルス感染症に関する相談先
◆ 感染の疑いがある場合や感染に関する一般的な相談：

北海道健康相談センター（ 0120・501・507、24時間）
◆ 陽性になり自宅で療養している人の体調などに関する相談：

北海道陽性者健康サポートセンター（ 0120・303・111、24時間）
※ 感染の不安やご自身の健康が心配な場合には、健康推進課でも相談を受

け付けています。（☎25・9721）

　冬の寒さや雪を利用
して、親子でアイス作
りを行いました。
　室内で材料を混ぜ合
わせた後、袋の中に雪
と塩とアイスのもとを
詰めたら外遊びスター
ト。アイス入りの袋を
使ったサッカーやキャ
ッチボールなど、雪だ
らけになりながら親子
でとても楽しそうに遊
んでいました。
　30分ほど外で遊ぶと、
あっという間にアイスが完成。「おいしい！」「家でも作れ
そう」と大好評のアイス作り体験でした。（２月４日、と
かち大平原交流センター）

アイス作り体験

今年度実施したイベントの一部を紹介します

　今後の実施予定は市ホームページなどをご覧ください。 ▲帯広市の
国際・国内交流

　国際交流員は、市の事業の通訳・翻訳のほか、国際交流イベ
ントの企画や学校訪問など、さまざまな業務を担っている外国
出身の職員です。現在、３人の国際交流員が勤務しています。

①出身　②好きな日本語　③日本に来て驚いたこと　④好きな帯広名物

帯広市の国際交流員

カーイン・アウ

①オーストラリア
②あかん
③プールやジムで
　タトゥーを隠すこと
④インデアンカレー

クリストファー・
アンドラーデ

①アメリカ
②和顔愛語
③チップ文化がないこと
④六花亭のチーズ
　ケーキ

レ・ミン・ゴック

①ベトナム
②黄昏、侘び寂び
③車のクラクションが
　少なく静かなこと
④豚丼、六花亭

学校訪問 小学校を訪問し、母
国の文化を児童に紹
介しました。
初めての授業はとて
も緊張しました。

カーイン

カーイン

クリストファー

ゴック

子どもたちと外国の
歌を歌ったり、工作
をして楽しく交流し
ました。
子どもたちの笑顔に
癒されます。

ブンチャーやチェゴ
などのベトナム料理
を作りました。
参加者の皆さんにお
いしいと言ってもらえ
てうれしかったです。

母国オーストラリア
について、語り尽く
しました。
日本との文化の違い
に皆さん驚いていま
した。

キッズ・プレイグラウンド

ベトナム料理教室 インターナショナル・トーク

観光交流課（西20南6、森の交流館・十勝内、
☎34・0122）

問い合わせ

　認知症の専門的な鑑別診断や相談を行うための医療機関として、十勝で唯一北海道
から指定を受けた病院です。担当の相談員を通じて、専門のスタッフが、診断・治療
のほか、生活の困り事への対応についてアドバイスをしてくれます。

大江病院認知症疾患医療センター
（西20南２、相談専用☎58・2690、平日９時～12時、13時30分～17時）

医師や看護師のほか、公認心理師、若年性
認知症支援コーディネーター、ピア（当事
者）スタッフなどがいます。

住み慣れた地域で安心した生活
を続けるために、早いうちから専
門の医療相談を受けることも大切
なんだね！


